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乳 酸菌 の 溶菌 に 対 す る ニ ワ トリ リゾ チ ーム とM − 1 酵素の 相乗 効果
O 小林　修 、 畠中芳郎 、 東 原昌孝 、 槍山圭一

郎 （大阪市 工 研 ）
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， トブ ラ ス トの 調 製が難 しい 。 演者 らは 、 リゾ チ ー ム とM − 1酵素が 同 じNr ア セ

‡獲論篠齲毳鰺鶴濃肆髭窪購芸を罐翻芒誓とあ鰈闢
・に つ い て 若干の 検討 を行 っ た 。

’
【方法及 び結 果】乳酸菌 は 、 ．主 と して Streptococcus　bovis　IFO 　12058 を用 い

、一
晩培養 した洗浄菌 体 を 20mM 　Tris・HCI 緩衝液 （pH 　7．2）に 懸濁 し 、 そ れ に リ

ゾチ ー
ム とM − 1 酵素 を同時 に 加える 力丶 また は ど ち らか

一
方を加 えて 、 37 ℃で

一 定時 間 イ ン キ ュ ベ ー ト したの ち 、 他 の 酵素 を加 えた 。 酵素作用 に よる溶 菌 は

66Qnm の 吸 光 度 を 5 分 間隔で 記 録す る こ と に よ り追跡 した 。 リ ゾチ ー ム を作 用
させ た後　　　　　　、 M − 1 酵 素 を加 えた 場 合 、 盧後の 濁度低下 は両酵素 を同時 に加 えた と
きよ りさ らに 速 くな り、その 程度は リゾ チ．・・一ム の 作用 時商が 長 い ほ ど著 しか っ た 。

とこ ろ が M − 1酵素 を先 に作用 させ 、 後 に リ ゾ チ ー ム を加 え た場 合 は逆 に両酵素
を同 時 に加 えた場合 よ り遅 くな り、 M − 1酵素 の 作用 時間が長い ほ ど遅 くな っ た 。

こ の 現 象は S ．bevis　IFO　12058 以 外の 菌株 で もみ られ た 。
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　く日大 。農化｝　 Q 鳥居英夫、鈴木孝枝、堀迫 秀紀、荻原　淳、

　　　　　　　 加藤　順、大石邦夫、

　 臼的｝檀物 キ チ ナ
ーゼ は、植物体内に 基質 とな る キチ ン の 存在を認め た報告がない ため，その生理 的役割 は、キチ ン質 を持

っ 植物病 原微生物や 害虫に 対する 生体 防御橇構 が有 力視 されて い る6 　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
　 我々 は、キュ ウりの精製 キチナーゼ 及び 粗抽出液 は と も に F．oxysperum の 細胞壁 を 分 解 せ ず、ま たその生 長も阻 害 しな

い こ と を観察 した こ と か ら、キ ュ ウ リキ チ ナーぜ の 生体防勧機構 へ の 関与 を疑問 観 して い る
脚

  ま た、キ ュ ウ リ体内に は 、

キ チ ナーゼ とは別に キ チン 縞合レ ク チ ン が 存在する が、この レ ク チ ン の血球凝集活性 を眠害 す る物質の 存在が明 らか に され

てい る 。 しか し、キュ ウ リキチナー一ゼを作用 させ るこ とで、こ の物 質によ る レ クチ ン 阻害 活性が失 われ る こ とか ら、この 物

質 は、キ チナーゼの基 質ではない か と示唆 さ れた
a

。 こ の よ う な事がキ ュ ウり以外の 檳物に も存在す るの か を調べ る 目的で キ

チ ン分解活性 で は な く、マ ウス 抗 キュ ウリキチナーゼ抗体 を用 い た 免疫学的 な手法で、キ n ウリキチナーゼ と頬似な タ ンパ

ク を、各種槌物 中か ら探禦 した事 は す でに鞴告 したが
」｝、本 報告 で は、タ ン パ クの

一次構造 レ ベ ル での 比較・検討 を行 っ た事

鹽
に つ い て述べ る。　　　　　　　　 ‘　 ・，

　 方法 ・結果｝績製 したキチ ナーゼに つ い ｛ζSDS − PAGE を行 L丶 PVDF 膜に エ レ ク ト回 プロ ッ テ ィン グ復、タ ンパ ク

バ ン ドを S 一ピリジル エ チル化 し、プO テイン シ卿クエ ンサーで N 朱端ア ミノ破配列を分析 し、le残99を決定 した 。 モの 結

果、，Hevelnの N 末端Cys−rich 　dOPtalnと巳，10残基 目以外はすべ て
一致 してい た。また、他の 報告の あ るキ チナ噂ゼ と比較 した

結果、キ ュ ウリ キチナー
ゼ ttel・assl キチナーゼ に 属 †る もの と思 われ る。また、†で に 斑告 されてい るキュ ウリの 齲溝キ チ

ナーぜ
，
とは 高 い 相伺性 がみ られ な か っ た ゆ
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